
（一社）　日本海洋教育スポーツ振興協会

世界に誇れるセーリング会場にしよう！
自然の環境活動への理解を深める江ノ島
エコプロジェクト2021

 神奈川県活動地域

海岸清掃参加者 912 人

イベント参加者 53 人

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 13.3 ％

知識の提供・普及啓発

特別助成

1年目

活動内容と成果
●各種海岸環境保全啓蒙イベントの開催
　 江ノ島で開催された東京五輪セーリング競技の種
目であるヨットを、その競技を知らない地域住民
たちが中心となって、トップアスリートと一緒に
行うイベントを実施し、近くで観覧・応援できる
機会を作ることで海やビーチという環境への理
解、環境保全の意義や大切さを深めると同時に、マ
リンスポーツと海やビーチの関係について学ぶ機
会を創出。結果、地域の子どもたちを中心に、自発
的にマリンスポーツをしたら海岸清掃という習
慣・考えを体感してもらえた。課　題

東京五輪セーリング競技開催地である江の島は、地元
外からの観光客、海利用者、マリンスポーツ利用者が急
増し、利用調整、海岸、砂浜環境、風紀の悪化が深刻化
している。

目　標
地元住民たちが中心となって、問題解決と、海外から東
京五輪を目指してやって来る人たちに、環境を大切に
した、美しい街江ノ島を印象付けるための枠組みを作
る。
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神奈川県藤沢市片瀬海岸1-12-4
電話：050-2018-0944
E-mail：info@oceansport.jp
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マリンスポーツの終わりに海岸清掃マリンスポーツの終わりに海岸清掃

ヨットの体験会の様子ヨットの体験会の様子

2021年度のオリンピックを一つの区切りとして、スポーツと海岸環境保全の意識
付けを継続して行っていくこと、夏季の砂浜利用者が多い時期に、どのような取組
みができるかを地域住民の方々と調整していきたい。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス禍におけるイベ
ント等の開催可否の日程等の調整と
参加募集に苦労した。

■工夫した点
目的意識を持ち海岸清掃を行うた
め、イベント後に清掃を実施し、自発
的な意識付けを行った。

（特非）　環境生態工学研究所

松島湾SDGs
（探そう　誰もが　Go!!する社会）

 宮城県松島町活動地域

イベント年間参加者数2,326 人

アマモ移植株数 150 株

今年度計画の達成度 76 ％

目標達成度 20 ％

知識の提供・普及啓発

フロントランナー助成

1年目

活動内容と成果
継続して実施している松島湾全域の藻場分布調査の
結果、アマモ場は震災前の15％の回復に留まってい
た。この震災から10年の藻場の変遷について日本水
環境学会年会で報告した。また、水族館スタッフの協
力の下、伝統漁法等を用いた生物調査を実施し、サン
ゴタツを確認した。福浦橋での観光客を対象とした
底質改善イベント（砂団子の投入）では、2,326人の
方に協力いただいた。本活動は松島高校のオンライ
ンツアーや修学旅行、先生向けの教育ツアーのコン
テンツの一つとして取り入れていただき、幅広い方
に情報発信することができた。課　題

松島湾の『藻場造成活動の定着、更なる活発化と継
続化』と、幅広い視野を持って活躍できる『人材育成
と社会システムの構築』。

目　標
多様な参加者の協力の下、造成した藻場が維持され、
地元で愛されるプロジェクトが確立し、これに参加
する新たな担い手が50人増え、母体組織が構築され
る。 〒984-0051 

宮城県仙台市若林区新寺
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福浦橋での底質改善イベント（砂団子投入）福浦橋での底質改善イベント（砂団子投入）

松島パークフェスティバルへの松島パークフェスティバルへの
企画参加企画参加

近年SDGsを意識した学習旅行が注目され、ワークブック（松島町）（当団体の活動
が掲載）を見た学校から、旅行会社を通して問い合わせがある。藻場の再生を観光
の一つのコンテンツにならないか検討していきたい。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新たな担い手を引き入れるため、活
動への参加者を募ったが、平日の活
動や新型コロナウイルス禍に伴う自
粛により、集めることが難しかった。

■工夫した点
活動に関わる団体が多様になってき
たため、会員を中心とした小委員会
もつくり、工程確認と情報交換はこ
まめに行うようにした。
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